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１．研究概要（目的・狙いなど） 

時代により時短ニーズが求められているなかで同時に野菜不足も問題として挙げられる。その時短というニーズと野菜摂取量が少

ないという問題点の両方を解消することが今回の研究の目的にあたる。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

＜時短と野菜の摂取種類に着目した理由＞ 

現在働く人は増加傾向にある。女性も働く時代になることで多くのシーンで時短が求められるようになった。それは食事にも表れて

おり実際に時短レシピや時短アイテムなどが多く掲載・販売されている。そこで需要が高まっているのは、カット野菜やコンビニなどで

売られている加工済みのサラダである。社会人のアンケートによれば野菜の摂取への意識は高まっている中、野菜の消費量は減

少傾向にある。この理由としては、時短により求められるカット野菜や加工野菜は、野菜の種類に偏りがある等、摂取しているよう

で、実際は摂取量が減少しているのである。 

こうした原因があるという現状知ったことによりこの現状を解消することはできないかと商品開発を考えた。 

＜スープという粉末化に着目した理由＞ 

野菜を多く摂取する際にスープにすることで食事と一緒に摂取できるというメリットに加え、粉末化することによりスープという 1 つの

用途だけではなく様々な商品に＋a として使うこともできるようにすることでシーンに合った使い方ができる。その上、その粉末を使う

ことで調理時間の短縮も可能になるというメリットが生かせることでスープに着目。 

＜スープに配合されている野菜＞ 

ふき、オクラ、キャベツ、ケール、人参、かぼちゃ、ごぼう、サツマイモ、サトイモ、椎茸、ブロッコリー、明日葉、アスパラガス、枝豆(大

豆)、コマツナ、セロリ、パセリ、大根、大根葉、玉葱、ほうれん草、レモン、レンコン、モリンガ、マカ、アマランサス、キヌア、クコ、チア

シード、バオバブ、麻の実、大麦若葉、チンゲン菜、苦瓜、桑の実、モロヘイヤ、よもぎ、白菜、トマト、野沢菜、レタス、大葉、アヤ

ムラサキ ほうれん草、レモン、レンコン、モリンガ、トウモロコシ 

３．研究テーマの課題 

働いている人が感じるストレスに効く栄養素を含んでいるため働いている人に向けて直接的なアプローチが必要ではあるがどういっ

た形でアプローチをするかが課題。大学生ということでブランド力や宣伝力に力がないため手に取ってもらうまでにどういうプロセスや



差別化を消費者に伝えることができるかが課題 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

＜課題解決①評価軸の提案＞ 

現在既存のスープは数多く存在するなかで違いを出すには、一般的に選ぶ基準となる、おいしさや価格とは違う評価軸（今回は

野菜の多さなど）を追加することで既存商品との違いを出すことにした。これを丁寧に提案するためにその販売場所や広告媒体

の工夫をした。 

＜課題解決②価値共創の提案＞ 

商品をモノだけではなくサービスとともに提案することで使用価値を高めることができないかと差別化を図った。サービスの内容として

はレシピを提案することでオフィスでの使用方法だけではなく、その先の広い使用方法の提案を可能にした 

→①と②で差別化が図れると考え、アポイントをとり実際に愛知県内にある 2 つの企業に販売を行った。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

商品開発として佐藤食品工業株式会社と連携を行い、スープを作成した。そのスープは野菜を 40 種類以上使用しており、その

野菜も働いている人が感じるストレスを緩和する栄養素が多く含まれている野菜を多く配合している。また、その商品を実際に企

業で試飲してもらい、アンケート調査を行った。そのアンケートから商品改良や実際に販売する際の値段設定行い、最終的には

実際に愛知県内にある 2 社の企業での販売も行った。 

６．結果や今後の取り組み 

実際に販売を行った際の結果としては生産分全て完売し、継続したいという声も多く聞くことができた。課題としてはスープを販売

した際に設定した値段を 60 円にしていたがオフィスで販売するにあたり小銭の数が半端であったり、販路が一方的なアプローチに

なってしまったりしたことが今課題として挙げられた。その課題を通して今後の取り組みとしては値段を 50 円というワンコインで払え

る値段設定にする分、内容量を調整し生産コストには影響がないような商品改良を行う。販路も現在自分たちが実際に公開し

ているベジパワー公式 HP を通して商品を企業から選んで注文を受けつられるように設定を行うことで販売による課題を解決。ま

た、予選で指摘していただいたスープの色を変更した後の満足度で満足ではないという声が増えたことに関しては野菜感が減って

しまったことが原因と考えた。そこで野菜感をパッケージのデザインにすることで、そういった野菜感を求める消費者にアプローチを可

能にするという解決案を提案した。 

＜商品詳細＞ 

オニオン・ポタージュ・ミネストローネ・鶏ガラ各 60 円 
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●発表時に使用する成果物 （例．商品化した●●、店舗で配布したパンフレット、調査に使用したアンケート） 

商品化し、実際に販売を行ったスープ（ベジパワー） 

 

【企画シート作成上の注意】 ※「第９回 西日本インカレ（合同研究会）大会参加要項」も合わせてご確認のうえ、企画シートの作成を行ってください。 
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